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§１．研究成果の概要 

 

 本研究は経皮電気刺激による感覚の提示・増強・抑制の 3 つの効果を利用して，高度に感覚を

操作する感覚編集インタフェースの構築を目指すものである．本研究では，経皮電気刺激を利用

したインタフェースを構築するためには，シナプス間隙でのイオン泳動を有限要素法によってシミュ

レートし，経皮電気刺激のメカニズムの解明を通して，高自由度に感覚を操作することが必要であ

ると考えている． 

 本年度は，シミュレーションと多電極刺激を利用した味覚の空間的生起位置の操作手法(味覚の

提示・増強)と，手に電極を設置することなく手に触覚を惹起する刺激手法(触覚の提示と増強)，前

庭感覚提示を利用した移動感覚の提示と抑制(感覚提示・抑制)の研究を行った．本年度の外部発

表としての成果は，頭部への電気刺激時の頭部並びに口腔内の電場シミュレーションを行い，そ

のシミュレーションを利用した刺激設計により，味物質を利用した味覚提示では実現不可能な味覚

の空間的な移動を実現する新たな刺激手法についての論文が採択され，国際会議にて経皮電気

刺激を利用したインタフェースに関する発表が Best Paper Award に選出されたことが挙げられる． 

本年度の研究を通し，有限要素法を利用した電磁シミュレーション並びにイオン泳動シミュレー

ションにもおおよそのめどが立ち，任意化学種の泳動を 3 次元的にシミュレートすることが可能な

状態となった．一方で，研究開始時には考慮してこなかった，電極等からのイオンの流入出につい

て等の課題も明らかになり始めており，引き続き先行研究を含めた調査を進めていく． 
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